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燃料電池関連の安全性国際標準規格へ 2006 年 10
月に登録される予定である。
　メタノール直接型燃料電池は、2007 年には実用
化され、2010 年頃には一般的に用いられるように
なると予測されている。同社は、携帯機器搭載を
進める家電メーカーと共同で事業化に向け本格的
に取り組み、2007 年を目処に製品を発売する計画
である。固体状メタノール燃料の内蔵カートリッ
ジを使った携帯電話用の充電システムの試作機も
既に製作されている。
　今後、同社は、一般の燃料電池の重要課題であ
る水素貯蔵方法に対しても包接化合技術を適用し、
安全な水素貯蔵技術開発も進めていく予定である。
包接化合技術が適用された固体状メタノール燃料
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